
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活力と魅力ある県土の形成 

 

 

23 競争力の高い産業の創出・育成
 

 

24 産業人材の育成と就業支援の充実

 

 

26 神奈川の特色を生かした農林水産業の展開

成長産業の集積による県内産業の活性化

産業を支える人材の育成 

農林水産資源の利活用による地域活性化

 県民の求める

｢食｣の提供の

推進 

 水産資源の

回復と有効

利用の促進

 
企業誘致による

研究開発機能の

集積促進 

 
成長分野の

起業促進 

 中小企業の 

技術高度化・ 

国際化支援 

 企業や求職者の

ニーズに応じた

人材育成 

 
就業支援

の充実 

 国際競争力の

強化に向けた

空港政策の

充実 

 交流と連携を

支える道路網

の整備 

柱柱ⅥⅥ  神神奈奈川川ののポポテテンンシシャャルルをを生生かかししたた活活力力創創出出  

 県産木材の

有効活用の

促進 

 交流と連携を

支える鉄道網

の整備 

いのちとマグネットの視点 

プロジェクト 

 地産地消を地域の活性化に “活かす” 

 地域経済を活性化し、国際競争力や雇用を“生む” 

 産業を支え、発展させる人材や担い手を“育む” 

 交通基盤や社会基盤を次世代に“継ぐ” 

 魅力ある 

まちづくり 

の推進 

 ワーク・ライ

フ・バランス

の推進 

 27 活力と魅力あふれるまちづくりと交通ネットワークの充実 

 

 

25 神奈川を世界にアピールする国際戦略

海外から人や企業を神奈川に引きつける

 県内企業の海外

展開支援と 

外国企業の誘致 

 
外国人観光客

の誘客促進 

 神奈川の特色を

生かした 

国際交流の推進 

 
国際戦略総合 

特区を活用した

拠点形成 

 
科学技術の 

重点的研究の

推進 
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主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

 技術連携に向けた研究会などの開催 
① 中小企業と大企業との技術連携の促進 
 

県 

民間 

情報提供、商談会の開催など 
② 中小企業の海外事業展開に向けた支援 
 

県 

民間 

コンビナート高度化等検討会議の開催 
③ 京浜臨海部コンビナートの高度化などの

推進 
県、市

民間 

 

 

 

 
 

主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

 プロジェクト公募と認定、ネットワークの拡充 
① 起業プロジェクトの事業立ち上げ支援と

産学公のネットワークづくり 
県 

民間 

 

 

 

 

 
主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

プロモーション活動の展開、 企業誘致 
①「インベスト神奈川2ndステップ」による

研究開発機能の集積 県 

プロモーション活動、サポートオフィス運営 
② 海外プロモーションなどによる外国企業

の誘致 
県 

ｼﾞｪﾄﾛ 

 

 

 

 
主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

産学公連携研究の実施 
① 大学、企業、研究機関などと連携した科学

技術の重点的研究の推進 
県 

民間 

 

 

 

  

 

      

     

 

 

神奈川発独創的技術の開発件数（累計） 

 成長産業の集積による県内産業の活性化 
 海外市場も視野に入れた競争力の強化 
 技術連携の活発化による中小企業の技術力向上

 産業競争力を支える科学技術の振興 

   23 

 ねらい 

【現状(2010年)】 【2012年】   【2013年】  【2014年】

 目 標 

１．中小企業の技術高度化・国際化支援 

２．成長分野の起業促進 

３．企業誘致による研究開発機能の集積促進

中小企業のものづくり技術の高度化とライフサイエンスやエネルギー・環境分野などへの参入を図るた

め、世界トップレベルの大企業の研究機関、技術力のある中小企業、理工系大学などの集積を生かし、中

小企業と大企業の技術連携を促進する「神奈川Ｒ＆Ｄネットワーク構想」を推進します。
中小企業の海外への販路拡大を促進するため、海外での事業展開に関する情報提供や商談会の開催な

どにより支援します。 
京浜臨海部の素材・エネルギー産業の生産活動の効率化を図り、世界最高水準の環境技術を国内外に

発信するため、コンビナート高度化に向けた企業間連携による取組みを支援します。

ライフサイエンスや環境など成長分野の起業を促進するため、全国からの公募により有望な起業プロ

ジェクトを「次世代を担うかながわベンチャー」として認定し、事業の立ち上げを集中支援するとと

もに、事業の早期拡大に向けた産学公のネットワークづくりに取り組みます。

研究所などの新規立地や県内企業の再投資を促進し、研究開発機能の集積を図るため、企業誘致施策

「インベスト神奈川2ndステップ」のプロモーション活動などを重点的に展開し、企業を誘致します。 
外国企業を誘致するため、海外プロモーション活動や外国企業向けサポートオフィスの「ＩＢＳＣか

ながわ」の運営などを行います。

県内製造業の９割以上は中小企業であり、産業競争力の強化

のためには中小企業の技術力の向上が重要です。そこで、県

産業技術センターの支援などを受け、中小企業が独創的技術

を開発した件数を増やすことを目標としています。 

70件 80件 90件 100件 

競競争争力力のの高高いい産産業業のの創創出出・・育育成成  商 政

技術支援により開発された独創的技術

４．科学技術の重点的研究の推進 

中小企業の技術高度化や起業の促進など競争力を高める原動力として、産業の発展と県民生活の質の

向上に資する科学技術の研究活動を重点的に展開します。
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主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

 職業訓練、職業技術校生の就職支援 
① 職業技術校などにおける職業能力開発や

就職支援 県 

工事竣工 開校  
② 西部方面職業技術校（仮称）の整備 
 県 

企業の研究者や技術者への教育講座 
③ 未来を拓く科学技術人材の育成 
 県 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

 カウンセリングやセミナーなどの実施 
① キャリアカウンセリングやセミナー、相談

などによる就職・就業支援 県 

就業・職場定着の相談、支援 
② 障害者の就業・職場定着支援 
 県 

 

 

 

 

 

 
主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

 アドバイザー派遣、セミナー開催、情報発信 
① 中小企業への導入支援、普及啓発の実施 
 県 

 

 

 

 

  

 

      

     

 

 

職業技術校生の修了1年後の就職率 

 産業を支える人材の育成

 一人ひとりの希望に応じた就職・就業の促進

 誰もが働きやすい環境づくり

【現状(2010年)】 【2012年】   【2013年】  【2014年】

１．企業や求職者のニーズに応じた人材育成 

２．就業支援の充実 

地域の産業を支える人材の確保や優れた技術・技能の継承を図るため、職業技術校や産業技術短期大学

校において、企業や求職者のニーズに応じた職業能力開発や就職支援、中小企業の在職者のスキルア

ップ支援などに取り組むとともに、県立高校において工業などの専門教育を推進します。
総合型の新しい職業技術校を県の東部・西部に１校ずつ整備する高等職業技術校再編整備計画に基づ

き、県西部（秦野市）に西部方面職業技術校（仮称）を整備します。
企業の研究者や技術者、学生などを対象に、高度で先端的な科学技術に関する情報を提供する教育講座

や、企業の中堅技術者の育成などに取り組みます。

一人ひとりの希望に応じた就職・就業を促進するため、厳しい就職環境にある新規学卒者やフリーター

などの若年者、離職した中高年層などの多様なニーズに対応し、キャリアカウンセリングやセミナーな

どに取り組むとともに、国、市町村を含めた就業支援のあり方の検討を進めます。
障害者の就業や職場への定着を促進するため、障害者就労相談センターによる相談・支援、障害者しご

とサポーターの配置や障害者ジョブコーチの養成・派遣など障害特性に応じたきめ細かな就業支援を実

施します。

厳しい雇用情勢が続く中で、一人ひとりの希望に応じた就職を

実現するためには、企業などが求める職業能力を身につけるこ

とが重要です。そこで、職業訓練を受けた職業技術校生の就職

率を上昇させることを目標としています。 

85.2％ 86％ 87％ 88％ 

 産産業業人人材材のの育育成成とと就就業業支支援援のの充充実実   24 

 ねらい 

 目 標 

３．ワーク・ライフ・バランスの推進 

時間当たりの生産性を向上させることなどにより長時間労働を解消し、誰もが生き生きと働く環境づく

りを促進するため、中小企業などを対象としたワーク・ライフ・バランスの導入支援、働く母親を対象

としたカウンセリング、ホームページなどによる情報発信や普及啓発などに取り組み、労働環境の整備

に努めます。

商 

コンピュータ組込み開発の職業訓練の様子

教政
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主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

情報提供、商談会の開催など 
① 中小企業の海外事業展開に向けた支援 
 

県 

民間 

プロモーション活動、サポートオフィス運営 
② 海外プロモーションなどによる外国企業

の誘致 
県 

ｼﾞｪﾄﾛ 

 

 

 

 

 
主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

海外観光展やメディア招聘事業の実施 
① 海外での観光プロモーションなどによる

外国人観光客の誘客 
県、市町村、

民間 

 

 

 

 

主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

国際会議やイベントの誘致、交流推進 
① 国際会議やイベントの誘致、交流の推進 
 

県 

民間 

スポーツ交流事業などの実施 
② 友好交流先を中心とした国際交流の推進 県 

民間 

 

 

 

 

主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

国際競争拠点の整備 
① 京浜臨海部ライフイノべーション国際戦略

総合特区による国際競争拠点の形成 
県、市

民間 

 

 

 

 

 

  

 

      

     

 

 

外国企業の誘致件数（累計） 

 海外から人や企業を神奈川に引きつける 

 グローバルな人材を生かした国際競争力の向上

 

   25 

 ねらい 

【現状(2011年)】 【2012年】   【2013年】   【2014年】

 目 標 

１．県内企業の海外展開支援と外国企業の誘致 

２．外国人観光客の誘客促進 

３．神奈川の特色を生かした国際交流の推進

高度なオンリーワン技術を持つ中小企業の海外への販路拡大を促進するため、海外での事業展開に
関する情報提供や商談会の開催などにより支援します。 

外国企業を誘致するため、トップセールスによる海外プロモーション活動や外国企業向けサポート

オフィスの「ＩＢＳＣかながわ」の運営などを行います。


外国人観光客の増加を図るため、トップセールスのほか、国・市町村・民間事業者などとの連携に

より、海外での観光展、商談会でのプロモーション活動、メディアの招聘などに取り組みます。

神奈川の特色を生かした国際交流を推進するため、湘南国際村への国際会議などの誘致や、神奈

川、中国・遼寧省、韓国・京畿道の青少年とのスポーツ交流事業など友好交流先を中心とした交流

を進めます。 

経済のグローバル化が進む中で、神奈川の競争力を高めるに

は、神奈川を世界に広め、海外から投資や人を呼び込むこと

が重要です。そこで、海外プロモーションなどによって、外

国企業を誘致した件数を増やすことを目標としています。 

42件 45件 50件 55件 

神神奈奈川川をを世世界界ににアアピピーールルすするる国国際際戦戦略略  
商 政

神奈川をアピールする英語版の冊子 

４．国際戦略総合特区を活用した拠点形成

京浜臨海部において、国の総合特区制度を活用し、ライフサイエンス分野などのグローバル企業の集積を

通じて、新たな医薬品・医療機器の開発・製造や健康関連産業などを創出する国際競争拠点の整備を図り

ます。 

民
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主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

 新たなしくみの検討・調査、体制づくり 
① 新たな地産地消のしくみづくり 県 

民間 

新規参入の支援 
② 農業への新規参入の支援 県、市町村

民間 

 

 

 

 

 

 

主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

 生産拡大の支援 
① 県産木材の生産の促進 
 

県 

民間 

検討・調査、整備、運営、支援 
② 新たな流通のしくみづくり等による県産

木材（素材・製品）の安定供給 
県 

民間 

 

 

 

 

 

主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

 体制づくり、技術開発 
① つくり育てる漁業（栽培漁業）の推進 
 

県 

民間 

資源管理の推進、調査 
② 守り育てる漁業（資源管理型漁業）の推進
 

県 

民間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産業への新たな就業者数（単年度） 

 農林水産資源の利活用による地域活性化 

 活力ある森林づくり 

 水産資源の豊かな海づくり 

【現状(2010年)】 【2012年】   【2013年】   【2014年】

１．県民の求める「食」の提供の推進 

２．県産木材の有効活用の促進 

３．水産資源の回復と有効利用の促進

食を通じた地域の活性化のため、消費者や加工・小売・飲食業者のニーズに応じた新たな地産地消

のしくみづくりや県が開発した新品種などの生産、かながわブランドサポート店などとの連携に取

り組みます。 

県民の求める「食」を供給する担い手を確保するため、創意工夫により生産や販売の発展を目指す

経営体の育成や、農業に意欲のある個人や企業などの新規参入を支援します。 

木材を活用しながら森林の持つ様々な働きを維持していくため、林業を再生し、間伐材など県産木

材の生産を促進します。 
活力ある森林づくりにつなげていくため、県産木材の新たな流通システムの構築や高品質な県産木

材製品の生産と消費拡大を推進します。 

地場の水産物を安定的に提供するため、稚魚を放流して資源を増やすなど、つくり育てる漁業（栽培

漁業）や、減少した資源を回復させ持続的に有効利用する、守り育てる漁業（資源管理型漁業）を

推進します。

農林水産業の担い手の高齢化が進む中で、安全・安心な食を提

供して地産地消を進めるためには、担い手の確保が重要です。

そこで、県農業技術センターなどの支援により、農林水産業へ

の新たな就業者を増やすことを目標としています。 

74人 80人 90人 100人 

 ねらい 

 目 標 

環 商

 

農林水産業の担い手の育成 

   26 神神奈奈川川のの特特色色をを生生かかししたた農農林林水水産産業業のの展展開開  
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主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

羽田空港の国際線機能の一層の充実など 
① 羽田空港の国際線機能の一層の充実、 

 羽田・成田リニア構想の推進 
国、県、市
民間 

国際化を生かしたまちづくりの推進など 
② 羽田空港の国際化を生かしたまちづくり 

の推進、空港周辺のアクセスの整備促進 
国、県、市
民間 

 

 
 
 

 
 
 

主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

自動車専用道路などの調査・整備 
① 自動車専用道路網の整備 
（さがみ縦貫道路、新東名高速道路、厚木秦野
道路、(仮称)綾瀬インターチェンジなど） 

国、県、市
民間 

 
 

交流幹線道路などの調査・整備 
② インターチェンジ接続道路や交流幹線

道路網の整備及び地域分断・交通の
ボトルネックの解消 

県 

主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

神奈川東部方面線などの整備促進 
① 神奈川東部方面線などの整備促進 
 

国、県、市
民間 

   
リニア中央新幹線の建設促進など 

② リニア中央新幹線の建設促進と県内駅設置、
東海道新幹線新駅の設置、 
ＪＲ相模線複線化等の促進 

県、市町村
民間 

主 な 取 組 内 容 実施主体 2012 2013 2014 

ツインシティ整備に向けた調査・設計など 

① 環境共生モデル都市ツインシティの整備
や県央・湘南都市圏における環境共生の
取組みの推進 

県、市町村
民間 

地域の特色を生かしたまちづくりの推進 
② 地域の特色を生かしたまちづくりの推進 県、市町村

民間 

１．津波対策の見直しと調査の実施 
 

 

 

  

 

      

     

 

 

インターチェンジまでの距離５km以内の地域の割合 

 活力と魅力ある県土の形成 

 交流と連携を支える交通ネットワークの充実 

【現状(2010年)】  【2012年】   【2013年】    【2014年】 

１．交流と連携を支える道路網の整備 

２．交流と連携を支える鉄道網の整備 

３．国際競争力の強化に向けた空港政策の充実

地域活性化や県民生活の利便性の向上と、県民の安全・安心を確保するため、幹線道路ネットワーク

の整備を推進します。 

全国との交流連携を促進するため、リニア中央新幹線県内駅などによる南北ゲートの形成を図ると

ともに在来線を有効活用した鉄道ネットワークの充実強化を図ります。

我が国の国際競争力を強化するため、羽田空港等の機能の向上を図るとともに、国際化を生かした

まちづくりなどに取り組みます。

慢性的な交通混雑の抜本的な改善や交通利便性の向上を図る

ためには、県内外との交流連携を支える交通ネットワークの

充実を図ることが重要です。そこで、インターチェンジまで

の距離が５km以内の地域の割合を増やすことを目標としてい

ます。 

81％ 87％ 87％ 90％ 

 

 目 標 

 ねらい 

４．魅力あるまちづくりの推進 

豊かな自然環境を生かした環境と共生する都市圏の形成を図るとともに景観や歴史、邸園文化などの地

域の特色を生かし、誰もが訪れたくなる魅力あるまちづくりを進めます。 

政 土    活活力力とと魅魅力力ああふふれれるるままちちづづくくりりとと交交通通ネネッットトワワーーククのの充充実実  27 商保

建設中のさがみ縦貫道路 
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